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かずさ水道
　
か
ず
さ
水
道
広
域
連
合
企
業
団
は
、
君
津
地
域
水

道
事
業
統
合
広
域
化
基
本
計
画
に
お
け
る
「
か
ず

さ
、
俵
田
配
水
区
域
の
統
廃
合
」
に
伴
い
、
（
仮

称
）
か
ず
さ
配
水
区
減
圧
水
槽
の
新
設
、
吉
野
増
圧

ポ
ン
プ
場
の
改
良
、
俵
田
浄
水
場
お
よ
び
川
谷
浄
水

場
の
廃
止
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。
今
後
は
、
引
き

続
き
配
水
連
絡
管
の
布
設
を
進
め
る
と
と
も
に
、
２

０
２
６
年
度
に
減
圧
水
槽
新
設
と
吉
野
増
圧
ポ
ン
プ

場
改
良
の
実
施
設
計
を
ま
と
め
、
27
年
度
に
吉
野
増

圧
ポ
ン
プ
場
改
良
工
事
、
27
〜
28
年
度
に
減
圧
水
槽

新
設
工
事
を
行
う
予
定
。
そ
の
後
、
俵
田
浄
水
場
お

よ
び
川
谷
浄
水
場
な
ど
を
廃
止
す
る
。

28
年
度
ま
で
の
完
了
へ

　
水
槽
新
設
や
ポ
ン
プ
場
改
良

　
実
施
設
計
、
工
事
は
い
ず
れ

も
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
委
託

・
発
注
を
想
定
し
て
い
る
。

　
16
日
に
は
「
施
設
統
廃
合
事

業
か
ず
さ
配
水
区
減
圧
水
槽
等

整
備
基
本
設
計
業
務
委
託
」
の

事
後
審
査
型
制
限
付
き
一
般
競

争
入
札
を
公
告
し
た
。
業
種
は

「
土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
（
上
水
道
お
よ
び
工
業
用

水
道
）」。

　
27
日
に
入
札
参
加
申
請
を
締

め
切
り
、
６
月
２
日
と
３
日
の

入
札
書
提
出
期
間
な
ど
を
経

て
、
４
日
に
開
札
す
る
。
委
託

期
間
は
26
年
２
月
27
日
ま
で
。

　
業
務
内
容
は
、
設
計
協
議
、

既
存
資
料
収
集
・
整
理
、
現
地

調
査
、
基
本
条
件
の
確
認
、
維

　
北
総
建
設
業
セ
ン
タ
ー
（
萩

原
仁
会
長
、
会
員
41
社
）
の

「
第
59
回
通
常
総
会
」
、
北
總

建
設
業
協
同
組
合
の
「
第
50
期

通
常
総
会
」
、
㈱
北
総
建
設
会

館
（
鎌
形
憲
一
代
表
取
締
役
）

の
「
第
56
期
定
時
株
主
総

会
」
、
（
一
社
）
千
葉
県
建
設

業
協
会
北
総
支
部
（
萩
原
仁
支

部
長
）
の
２
０
２
５
年
度
支
部

会
議
（
通
常
総
会
）
が
15
日
、

佐
倉
市
内
の
北
総
建
設
会
館
で

開
か
れ
、
各
事
業
計
画
な
ど
を

全
会
一
致
で
承
認
し
た
。

　
北
総
建
設
業
セ
ン
タ
ー
の
２

０
２
４
年
度
事
業
報
告
に
よ
る

と
、
会
員
の
公
共
工
事
受
注
実

績
は
総
額
１
５
１
億
１
３
０
０

万
円
で
、
前
年
度
比
40
億
２
８

０
０
万
円
の
増
加
と
な
っ
た
。

災
害
対
応
で
の
貢
献

県
内
の
団
体
で
突
出

　
北
総
建
設
業
セ
ン
タ
ー
の
議

案
審
議
に
先
立
ち
萩
原
会
長

は
、
「
我
々
（
一
社
）
千
葉
県

建
設
業
協
会
は
、
県
内
に
数
多

く
あ
る
団
体
の
中
で
も
、
災
害

対
応
に
お
け
る
県
民
へ
の
貢
献

は
突
出
す
る
と
自
負
し
て
い

る
」
と
言
明
。
指
名
競
争
入
札

が
５
０
０
０
万
円
か
ら
２
０
０

０
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
県

の
新
入
札
制
度
に
つ
い
て
は

「
今
年
１
月
か
ら
３
月
が
試
行

期
間
、
４
月
か
ら
本
格
運
用
と

な
っ
て
い
る
」
と
説
明
し
た
。

　
新
入
札
制
度
の
導
入
に
よ
り

「
受
注
計
画
が
立
て
ら
れ
ず
、

経
営
も
ま
ま
な
ら
ぬ
会
員
企
業

が
、
災
害
対
応
に
従
事
で
き
る

北
総
建
設
業
セ
ン
タ
ー
ら
総
会

会
員
等
の
利
益
第
一
に

　
県
の
新
入
札
制
度
対
応

減
圧
水
槽
を
新
設
す
る
こ
と

で
、
俵
田
浄
水
場
と
水
源
２
か

所
を
廃
止
す
る
。

　
ま
た
、
23
年
度
と
24
年
度
に

日
水
コ
ン
に
委
託
し
て
実
施
し

た
「
水
道
施
設
強
靭
化
に
向
け

た
対
策
検
討
業
務
」
で
は
、
吉

野
増
圧
ポ
ン
プ
場
を
改
良
す
る

こ
と
で
、
か
ず
さ
配
水
区
か
ら

川
谷
配
水
区
へ
の
配
水
が
可
能

と
な
り
、
配
水
池
の
老
朽
化
や

水
源
の
脆
弱
性
と
い
っ
た
課
題

を
抱
え
る
川
谷
浄
水
場
お
よ
び

水
源
を
廃
止
で
き
る
と
い
う
検

討
結
果
を
得
た
。

　
そ
こ
で
、
減
圧
水
槽
の
新
設

と
、
吉
野
増
圧
ポ
ン
プ
場
の
改

良
に
つ
い
て
、
水
理
計
算
を
行

っ
た
上
で
配
置
計
画
や
水
位
検

討
な
ど
の
基
本
設
計
を
行
う
。

　
減
圧
水
槽
は
、
木
更
津
市
下

郡
に
設
置
を
検
討
し
、
用
地
交

渉
を
進
め
て
い
る
。
計
画
施
設

面
積
（
敷
地
）
約
２
０
０
０

㎡
、
計
画
配
水
量
約
２
２
０
０

㎥
／
日
（
最
大
）
。
計
画
給
水

件
数
は
、
現
行
が
約
６
７
０

件
、
将
来
が
約
１
７
０
０
件
。

計
画
施
設
位
置
は
、
標
高
１
２

１
ｍ
程
度
。

　
吉
野
増
圧
ポ
ン
プ
場
は
、
君

津
市
吉
野
１
６
０
―
４
に
所

在
。
１
９
８
７
年
度
に
完
成
し

た
。
施
設
面
積
（
床
面
積
）
は

13
・
69
㎡
。
給
水
件
数
は
約
20

件
。
施
設
位
置
は
、
標
高
53
・

７
ｍ
。
主
要
設
備
は
▽
ポ
ン
プ

制
御
盤
＝
屋
内
壁
掛
け
型
１
面

▽
イ
ン
バ
ー
タ
盤
＝
屋
内
壁
掛

け
型
１
面
▽
増
圧
ポ
ン
プ
（
３

・
７
kW
―
０
・
32
㎥
／
ｍ
ｉ
ｎ

―
40
ｍ
）
２
台
▽
圧
力
伝
送
器

＝
１
台
▽
ポ
ン
プ
井
＝
Ｆ
Ｒ
Ｐ

タ
ン
ク
（
４
㎥
）
１
台
。
改
良

に
お
い
て
は
、
ポ
ン
プ
施
設
の

増
強
を
行
う
。

　
（
一
社
）
千
葉
県
空
調
衛
生

工
事
業
協
会
は
16
日
、
第
59
回

通
常
総
会
を
千
葉
市
内
の
オ
ー

ク
ラ
千
葉
ホ
テ
ル
３
階
「
ウ
イ

ン
ザ
ー
」
で
開
い
た
。
議
事

は
、
２
０
２
５
年
度
事
業
計
画

の
報
告
や
役
員
の
選
任
な
ど

で
、
全
て
原
案
の
通
り
承
認
し

た
。
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の

選
任
を
経
て
、
臨
時
役
員
会
を

開
催
し
、
金
子
達
也
会
長
（
大

和
設
備
工
業
㈱
）
と
小
原
智
副

会
長
（
不
二
公
業
㈱
）
を
再
任

し
た
ほ
か
、
新
た
に
小
島
直
樹

氏
（
三
建
設
備
工
業
㈱
）
が
副

萩
原
会
長

新
入
札
制
度
の
導
入
で
災
害
対

応
に
従
事
で
き
る
の
か
疑
問
を

呈
し
た

の
だ
ろ
う
か
」
と
の
疑
問
を
呈

す
る
と
と
も
に
、
会
員
の
窮
状

を
訴
え
た
萩
原
会
長
は
「
私
は

今
後
、
い
か
な
る
時
も
北
総
支

部
（
北
総
建
設
業
セ
ン
タ
ー
）

と
会
員
の
利
益
を
第
一
に
考
え

て
判
断
し
て
い
き
た
い
」
と
の

考
え
を
示
し
、
あ
い
さ
つ
と
し

た
。

【
２
０
２
５
年
度
北
総
建
設
業

セ
ン
タ
ー
事
業
計
画
か
ら
】

　
〇
連
絡
協
議
会
＝
各
発
注
機

関
と
随
時
協
議
会
を
開
催
し
、

相
互
の
意
思
疎
通
を
図
る
。

　
〇
研
修
会
・
講
習
会
＝
技
術

の
向
上
・
安
全
管
理
・
諸
手
続

き
事
務
等
の
改
善
向
上
を
図
る

た
め
、
随
時
開
催
す
る
と
と
も

に
、
県
・
上
部
団
体
等
の
開
催

す
る
講
習
会
等
に
参
加
す
る
。

　
〇
防
災
対
策
＝
地
震
・
風
水

害
・
そ
の
他
の
災
害
時
及
び
冬

季
に
お
け
る
除
雪
・
凍
結
防
止

並
び
に
家
畜
伝
染
病
発
生
時
に

お
け
る
防
疫
対
策
業
務
等
、
関

係
官
庁
の
出
動
要
請
に
よ
り
、

必
要
に
応
じ
て
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
、
管
内
の
災
害
防
止

に
努
め
る
と
と
も
に
、
災
害
発

生
時
に
は
迅
速
に
対
処
す
る
。

施設の位置および配水ルート

会
長
と
な
っ
た
。
ま
た
、
丸
山

博
通
氏
（
㈱
朝
日
工
業
社
東
関

東
支
店
）
が
理
事
に
新
任
さ
れ

た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
金
子
会

長
は
「
罰
則
付
き
時
間
外
労
働

上
限
規
制
な
ど
に
対
応
す
る
意

味
で
も
、
各
発
注
団
体
へ
の
直

接
・
分
離
発
注
の
維
持
・
推

進
、
適
正
価
格
・
適
正
工
期
を

求
め
る
こ
と
や
、
若
者
を
対
象

と
し
た
担
い
手
確
保
の
推
進
が

重
要
課
題
」
と
の
見
解
を
示

し
、
各
種
取
り
組
み
に
つ
い
て

説
明
し
た
上
で
「
今
後
も
活
動

を
通
じ
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
要

望
を
生
か
せ
る
よ
う
努
力
し
て

い
く
」
と
力
を
込
め
た
。

　
25
年
度
事
業
計
画
は
、
労
働

安
全
衛
生
研
修
会
の
開
催
、
県

土
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施
、
賀
詞
交
歓
会
の
開
催
、

千
葉
空
衛
ゴ
ル
フ
大
会
の
開

催
、
国
関
係
機
関
・
県
市
な
ど

へ
の
陳
情
活
動
の
推
進
（
直
接

・
分
離
発
注
の
維
持
・
推
進
、

適
正
価
格
・
適
正
工
期
で
の
発

注
推
進
、
改
正
品
確
法
の
周
知

な
ど
、
会
員
の
優
先
指
名
）
、

県
県
土
整
備
部
と
の
意
見
交
換

会
の
開
催
、
県
土
整
備
部
と
建

設
産
業
団
体
連
合
会
の
意
見
交

換
会
へ
の
参
加
、
関
東
地
方
整

備
局
と
日
空
衛
関
東
支
部
の
意

見
交
換
会
へ
の
参
加
、
建
設
産

業
団
体
連
合
会
が
実
施
す
る
活

動
へ
の
参
加
、
Ｃ
Ｃ
Ｉ
ち
ば
が

　
千
葉
市
造
園
緑
化
協
同
組
合

の
第
42
回
通
常
総
会
が
16
日
、

千
葉
市
内
の
京
成
ホ
テ
ル
ミ
ラ

マ
ー
レ
16
階
「
イ
ル
・
ミ
ラ
マ

ー
レ
」
で
開
か
れ
、
２
０
２
５

年
度
事
業
計
画
、
役
員
改
選
な

ど
全
議
案
が
可
決
さ
れ
た
。
冒

頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
吉
田

等
理
事
長
（
京
葉
園
芸
㈱
）

は
、
千
葉
市
に
お
け
る
公
園
緑

地
ナ
ラ
枯
れ
被
害
木
伐
採
・
燻

蒸
業
務
の
無
事
故
で
の
遂
行
に

謝
意
を
表
し
、
「
組
織
の
意
義

を
発
注
者
に
示
す
こ
と
が
で
き

た
」
と
評
し
た
。
ま
た
、
資
材

高
騰
や
技
術
継
承
な
ど
の
諸
問

題
に
触
れ
、
「
改
善
に
向
け
、

千
葉
市
に
強
く
要
望
す
る
と
と

も
に
、
組
合
員
の
経
営
安
定
に

向
け
た
工
事
の
受
注
確
保
に
努

め
る
」
と
強
調
し
た
。
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
吉

田
理
事
長
な
ど
９
人
を
留
任
と

し
た
。

　
ま
た
、
理
事
に
金
子
厚
氏

（
㈲
和
光
園
）
を
選
任
。
神
鳥

信
也
理
事
（
神
鳥
造
園
㈱
）

は
、
監
事
と
な
っ
た
。

　
25
年
度
の
事
業
計
画
に
お
い

て
は
、
主
に
▽
組
合
員
の
経
営

安
定
と
技
術
向
上
＝
千
葉
市
都

市
局
公
園
緑
地
部
と
の
意
見
交

換
会
、
千
葉
市
に
対
す
る
受
注

機
会
拡
大
な
ど
の
要
望
活
動
、

各
種
講
習
会
の
開
催
▽
社
会
貢

献
活
動
＝
千
葉
市
緑
化
事
業
へ

の
協
賛
、
自
主
的
な
防
災
活
動

の
推
進
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の

継
続
、
い
な
げ
の
浜
清
掃
活
動

の
実
施
▽
組
織
力
強
化
活
動
＝

研
修
事
業
な
ど
の
企
画
・
組
織

力
強
化
活
動
計
画
の
提
案

―

を
掲
げ
た
。

　
新
役
員
は
以
下
の
通
り
。

　
▽
理
事
長
＝
吉
田
等
（
京
葉

園
芸
㈱
）
▽
副
理
事
長
＝
横
山

洋
人
（
㈱
徳
受
園
）
、
小
倉
拓

洋
（
拓
殖
造
園
土
木
㈱
）
▽
理

事
＝
伊
藤
高
広
（
㈱
横
芝
緑

化
）
、
蓬
田
浩
一
（
㈱
千
葉
緑

化
サ
ー
ビ
ス
）
、
鈴
木
康
史

（
㈱
坂
月
造
園
土
木
）
、
石
田

誠
（
千
葉
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

㈱
）
、
勝
山
茂
樹
（
東
丘
施
設

管
理
㈱
）
、
金
子
厚
（
㈲
和
光

園
）
▽
監
事
＝
神
鳥
信
也
（
神

鳥
造
園
㈱
）
、
岩
井
譲
児
（
フ

タ
バ
緑
化
産
業
㈱
）

持
管
理
方
法
の
検
討
、
配
置
計

画
の
検
討
、
施
設
計
画
、
段
階

的
水
運
用
の
検
討
、
管
網
解
析

お
よ
び
水
位
関
係
の
検
討
、
施

工
方
法
比
較
検
討
、
基
本
設
計

図
書
の
作
成
、
照
査
。

　
木
更
津
市
の
か
ず
さ
配
水
区

と
君
津
市
の
俵
田
配
水
区
を
連

絡
管
で
結
び
、
か
つ
中
間
部
に

副
会
長
に
小
島
直
樹
氏

　
県
空
衛
協
総
会 

全
て
の
議
案
承
認

25
年
度
事
業
計
画
の
報
告
や
役

員
の
選
任
を
議
題
と
し
た

実
施
す
る
活
動
へ
の
参
加
、
業

務
研
修
会
の
開
催
、
技
術
研
修

会
の
開
催
、
県
と
の
災
害
支
援

基
本
協
定
に
基
づ
く
災
害
時
の

支
援
体
制
の
確
保
、
入
職
支
援

事
業
と
し
て
の
出
前
講
座
の
実

施
、
機
関
誌
「
千
葉
空
衛
」
の

発
行
（
年
６
回
）
な
ど
。

　
閉
会
後
は
「
エ
リ
ー
ゼ
」
に

移
動
し
、
懇
親
会
を
開
催
。
会

員
そ
れ
ぞ
れ
が
親
睦
を
深
め

た
。
乾
杯
の
発
声
は
（
一
社
）

千
葉
県
電
業
協
会
の
細
矢
充
会

長
（
フ
ィ
デ
ス
㈱
）
が
務
め

た
。

　
細
矢
会
長
は
「
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
や
異
常
気
象
に
対

し
、
皆
さ
ま
の
力
が
発
揮
さ
れ

る
時
期
に
来
て
い
る
。
皆
さ
ま

の
技
術
・
能
力
と
地
域
へ
の
貢

献
は
、
ま
す
ま
す
欠
か
せ
な
い

も
の
に
な
っ
て
い
る
」
と
の
認

識
を
示
し
た
。

千葉市造園緑化協組

吉田理事長留任
通常総会開き全議案可決

info
折れ線


